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M
・
コ
ー
ン
を
中
心
と
し
た
国
際
的
な
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
日
常
の

生
活
条
件
と
人
々
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
間
の
交
互
作
用
効
果

(reciprocal 
effects)

に
つ
い
て
過
去
二
十
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て

大
規
模
な
調
査
研
究
を
続
け
て
き
て
い
る
。
こ
の
研
究
の
特
色
は
、
諸

個
人
の
志
向
性
の
社
会
階
層
に
よ
る
差
異
を
、
社
会
階
層
に
付
帯
す
る

生
活
条
件
の
本
質
的
な
部
分
で
あ
る
、
職
業
条
件

(
o
c
c
u
p
a
t
i
o
n
a
l

conditions)

と
い
う
断
面
か
ら
、
よ
り
踏
み
込
ん
で
具
体
的
に
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
一
連
の
研
究
を
主

著
の
題
名
に
甚
づ
い
て
「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

(
W
o
r
k
a
n
d
 

①
 

Personality)
」
研
究
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

コ
ー
ン
は
次
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ
て
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。

高
い
職
業
階
層
的
地
位
に
あ
る
こ
と
は
意
思
決
定
や
行
為
が
自
己
の

自
己
—
指
令
性

裁量内にあるということであり、逆に低い職業階層的地位に

あるということは個人のコントロール可能な領域を越えた、

理解することのできない強制的な力にしたがわざるをえない

ということである。そして、高い職業階層的地位の、行為の

自由度が高く、自己の運命を自分で決定することのできる生

活条件は自己—指令的なパーソナリティを形成する。自己ー指令性(self-directednessあるいはselfーdirection)とは、独

自の基準に基づいて行動し、外的な諸要因のみならず、内的

なダイナミズムにしたがい、オープンマインドをもって他者

を信用し、自分自身に道徳的基盤をもつ志向性である。これ

に対し、低い職業階層的地位の、行為の自由度が低く自己の

運命を自ら制御し得ない生活条件は、外的な圧力に対して同

調的なパーソナリティを形成する。同調性(conformity)と

は、権威の示すところにしたがい、自己の内的過程を締め出

吉 社
JI I 

ムぢ
徹 階

層
と
i 

自
己
指I . 

令
的
L__ 

態
度
の
形
成
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し
た
外
的
な
な
り
ゆ
き
に
注
目
し
、
非
同
調
的
態
度
に
不
寛
容
で
あ
り
、

規
範
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
て
し
た
が
う
道
徳
的
基
準
を
も
つ
志
向
性

②
 

で
あ
る
。

こ
う
し
て
「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
研
究
グ
ル
ー
ブ
は
、
主

と
し
て
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
研
究
に
よ
っ
て
、
従
来
か
ら
議
論

さ
れ
て
い
た
様
々
な
意
識
・
態
度
の
社
会
階
層
間
の
差
異
を
、
高
い
階

層
の
自
己
I
指
令
的
な
職
業
条
件
が
自
己
ー
指
令
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
形
成
し
、
低
い
階
層
の
同
調
を
強
要
す
る
職
業
条
件
が
同
調
的
な

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
と
い
う
枠
組
で
分
析
す
る
。
同
時
に
、

・一
旦
形
成
さ
れ
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
基
づ
い
て
人
々
が
職
業
条
件
を

獲
得
、
変
容
す
る
過
程
に
つ
い
て
も
、
生
活
条
件
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
間
の
交
互
作
用
効
果
を
析
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
の
研
究
は
、
社
会
意
識
と
社
会
階
層
の
関
連
を
み
る
う
え
で
一

つ
の
基
底
的
な
分
析
視
角
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。

権
威
主
義
的
態
度
と
社
会
階
層

一
方
、
意
識
・
態
度
の
階
恩
差
の
調
査
研
究
は
権
威
主
義
研
究
の
分

野
で
も
蓄
萩
さ
れ
て
い
る
。
権
威
主
義
研
究
で
は
、
そ
の
端
緒
に
お
け

る
各
階
級
の
市
民
の
政
治
的
行
動
へ
の
関
心
か
ら
、
社
会
階
層
に
よ
る

権
威
主
義
傾
向
の
差
異
が
中
心
的
問
題
の
一
っ
と
し
て
談
論
さ
れ
て
き

た
。
周
知
の
よ
う
に
E
・
フ
ロ
ム
は
一
九
三

0
年
代
の
ド
イ
ツ
の
下
層

中
産
階
級

(
i
.
e
.

上
層
中
産
階
級
と
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
間
に
位
置
す
る

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
自
営
業
主
）
の
社
会
的
性
格
と
し
て
権
威
主
義
的

下
層
階
級
の
人
び
と
が
権
威
主
義
的
傾
向
に
傾
斜
す
る
要
因
は

性
格
を
論
じ
、
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
大
衆
の
心
理
か
ら
説

R
 

明
し
て
い
る
。
事
実
、
フ
ロ
ム
自
身
が
中
心
と
な
っ
た
態
度
調
査
（
ド

ィ
ッ
~
一
九
二
九
s
-
―
―
―
年
）
で
は
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
よ
り
も
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
に
お
い
て
権
威
主
義
類
型
に
分
類
さ
れ
る
人
び
と
が
わ
ず
か

④
 

な
が
ら
多
い
と
い
う
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
権
威
主
義
的
態
度
の
実
証
研
究
で
は
、
ナ
チ
ズ

ム
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
視
野
か
ら
外
し
、
権
威
主
義
的
態
度
と
政
治

的
態
度
の
関
連
を
排
除
し
た
社
会
心
理
学
的
な
態
度
研
究
が
な
さ
れ
た

⑤
 

結
果
、
フ
ロ
ム
の
主
張
し
た
下
層
中
産
階
級
の
権
威
主
義
的
性
格
を
裏

付
け
る
分
析
結
果
は
見
い
だ
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
下
層
階
級
で
あ
る
プ

ル
ー
カ
ラ
ー
に
お
い
て
権
威
主
義
傾
向
が
高
い
と
い
う
分
析
結
果
が
数

⑥
 

多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
に
お
い
て
も
、
城
戸
浩
太
郎
、
杉

政
孝
の
態
度
調
査
と
一
九
八
五
年
S
S
M
調
査
の
調
査
報
告
に
お
い
て

成
人
男
性
の
権
威
主
義
的
態
度
の
職
業
階
層
別
分
布
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
双
方
に
お
い
て
、
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
の
相
対
的
に
高
い

⑦
 

権
威
主
義
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
権
威
主
義
を
態
度
調
査
で
分
析
し
た
場
合
、
プ
ル
ー

カ
ラ
ー
の
権
威
主
義
傾
向
が
相
対
的
に
高
い
と
い
う
結
論
が
一
九
五
〇

年
代
以
降
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
権
威
主
義

に
つ
い
て
、

S
・
リ
プ
セ
ッ
ト
は
多
く
の
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら

⑧
 

考
察
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
の
リ
プ
セ
ッ
ト
の
議
論
に
つ
い
て
《
あ
る
社
会
階
層

が
い
か
な
る
社
会
的
条
件
（
要
因
）
に
よ
っ
て
権
威
主
義
傾
向
を
も
つ

に
い
た
る
の
か
》
と
い
う
問
題
を
正
確
に
検
討
し
た
実
証
研
究
は
現
在

ま
で
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
広
い
意
味
で
の
権
威
主
義
的
性
格
を
包
括
す
る
コ
ー
ン
ら
の

自
己
i
指
令
性
、
同
調
性
の
分
析
で
も
、
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
と

し
て
中
心
的
に
検
討
さ
れ
る
の
は
、
・
社
会
階
悩
あ
る
い
は
そ
れ
に
付
帯

す
る
成
人
後
の
職
業
条
件
の
み
で
あ
り
、
出
身
階
層
、
出
身
地
、
両
親

の
学
歴
、
年
齢
、
学
歴
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
要
因
の

影
響
は
一
方
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ブ
セ
ッ

ト
の
提
示
す
る
社
会
的
態
度
の
複
合
形
成
論
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
議

問
題
設
定

種
々
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
霊
要
な
諸
要
因
は
、
低
い
教

育
水
準
、
い
か
な
る
型
に
し
ろ
政
治
的
な
い
し
は
任
意
的
組
織
へ

の
低
い
参
加
度
、
読
祖
昼
の
不
足
、
孤
立
し
た
職
業
、
経
済
的
不

、
、
、
、

安
定
、
お
よ
び
権
威
主
義
的
家
族
類
型
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

、
、
、
‘
`
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

諸
要
素
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
が
、
決
し
て
同
一
の
も
の
で
は

、、
な
い
（
傍
点
は
引
用
者
）
。

こ
の
よ
う
に
リ
プ
セ
ッ
ト
の
議
論
で
は
社
会
階
層
と
権
威
主
義
の
関

連
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
要
素
が
複
合
的
に
権
威
主
義
的
傾
向
の
形

成
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
調
査
研
究
で
は
、

調
査
デ
ー
タ
の
概
要
と
分
析
概
念

一
九
六
四
、
七

論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
の
一
環
と

し
て
日
木
で
行
な
わ
れ
た
一
連
の
先
行
研
究
と
、
現
代
日
本
に
お
い
て

繰
り
返
し
調
査
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
と
職

業
階
麿
の
関
連
の
諸
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
社
会
階
層
と
不
可
分

に
関
わ
る
自
己
ー
指
令
的
（
あ
る
い
は
同
調
的
）
な
志
向
性
の
形
成
要

囚
を
分
析
し
て
ゆ
く
。

具
体
的
に
は
「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
で
自
己
ー
指
令
的

な
志
向
性
の
主
要
概
念
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
、
①
権
威
主
義
的
伝
統
主

義
、
②
集
団
同
調
性
、
③
自
己
確
信
性
の
三
つ
の
社
会
的
態
度
に
焦
点

を
当
て
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
三
概

念
は
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
が
い
わ
ば
反
自
己
ー
指
令
的
な
態
度
と

し
て
概
念
軸
の
中
核
に
位
置
す
る
態
度
で
あ
り
、
集
団
同
調
性
は
同
調

的
な
志
向
性
を
代
表
す
る
態
度
で
あ
り
、
自
己
確
信
性
は
自
己
ー
指
令

的
な
志
向
性
の
一
角
を
構
成
す
る
態
度
と
し
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
態
度
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
要
因
と

因
果
的
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
か
を
解
朋
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
態
度

の
形
成
過
程
を
推
定
し
、
自
己
ー
指
令
的
な
志
向
性
、
あ
る
い
は
現
代

日
本
社
会
に
お
け
る
広
義
の
権
威
主
義
的
性
格
と
社
会
階
層
と
の
関
連

に
つ
い
て
考
察
を
こ
こ
ろ
み
る
。
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四
年
の
ア
メ
リ
カ
で
の
成
人
男
性
を
対
象
と
し
た
全
国
規
模
の
パ
ネ
ル

調
査
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
を
用
い
た
分
析

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
研
究
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
職
業
条

件
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
両
面
に
わ
た
る
潜
在
概
念
の
測
定
と
、
測
定

さ
れ
た
概
念
間
の
囚
果
性
の
検
討
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
独
自
の

発
見
が
み
ら
れ
る
。
概
念
の
測
定
に
つ
い
て
は
、
戦
業
上
の
自
己
ー
指

令
性
と
し
て
、
分
析
的
に
有
効
な
概
念
で
あ
る
仕
事
の
実
質
的
複
雑
性

(substantive 
c
o
m
p
l
e
x
i
t
y
 
of 
w
o
r
k
)

を
は
じ
め
、
管
理
の
厳
格

性

(
c
l
o
s
e
n
e
s
s
o
f
 s
u
p
e
r
v
i
s
i
o
n
)
、
仕
事
の
単
調
性

(routiniza
,
 

tion)

な
ど
の
独
自
の
概
念
が
ま
ず
測
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
側
で
は
、
複
数
の
心
理
判
定
テ
ス
ト
か
ら
測
定
さ
れ
る
考

え
方
の
柔
軟
性

(ideational
flexibility)

を
は
じ
め
、
態
度
調
査

に
よ
り
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
、
自
己
確
信
性
、
不

安
感
、
疎
外
感
、
無
規
範
性
、
な
ど
の
分
析
概
念
が
測
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
概
念
間
の
因
果
性
の
測
定
に
関
し
て
は
、
職
業
上
の
自
己
I
指

令
性
と
心
理
変
数
の
間
の
交
互
作
用
効
果
を
確
証
す
る
共
分
散
構
造
方

程
式
モ
デ
ル
が
組
み
上
げ
ら
れ
、
自
己
ー
指
令
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

た
職
業
条
件
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
交
互
作
用
の
検
証
が
行
な
わ
れ
て

⑨
 

い
る
。本

稿
で
は
、
「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
研
究
の
日
本
に
お
け

る
国
際
比
較
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
職
業
と
人
間
」
調
査
の
デ
ー

タ
の
分
析
を
行
な
う
。
こ
の
調
査
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
直
井

優
を
研
究
代
表
者
と
し
て
詳
細
な
分
析
が
行
な
わ
れ
、
職
業
条
件
と

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
両
面
に
つ
い
て
上
記
の
分
析
概
念
が
測
定
さ
れ
、

両
者
間
の
関
連
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
分
析
結
果
と
ほ
ぽ
同
様
の

⑲。

交
互
作
用
効
果
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
し
た
が
っ
て
本
稲
は
、
こ

⑪
 

の
「
職
業
と
人
問
」
調
査
の
二
次
分
析
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

「
職
業
と
人
間
」
調
査
は
、
一
九
七
九
S
八

0
年
に
関
東
七
都
県
在

住
の
成
人
有
職
男
性
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
の
標
本
抽

出
法
は
層
化
二
段
階
無
作
為
抽
出
法
で
、
有
効
回
答
は
六
二
九
サ
ン
プ

ル
（
回
収
率
七
四
・
九
％
）
●
調
査
法
は
面
接
法
で
あ
る
。
調
査
設
計

の
詳
細
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
い
く
つ
か
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る

翌

の
で
参
照
さ
れ
た
し

次
に
具
体
的
な
分
析
概
念
と
な
る
三
つ
の
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

①
権
威
主
義
的
伝
統
主
義

(authoritarian
c
o
n
s
e
r
v
a
t
i
s
m
)
 

現
代
日
本
社
会
で
は
、
近
代
社
会
に
特
徴
的
な
伝
統
的
権
威
の
喪
失

と
い
う
明
確
な
歴
史
的
段
階
を
経
過
し
て
い
な
い
た
め
、
権
威
主
義
的

態
度
に
い
く
ぶ
ん
特
異
な
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
す
な
わ
ち
第
一
次
的
絆
か
ら
解
き
放
た
れ
た
都
市
大
衆
の
心
理
と

し
て
、
本
来
極
め
て
近
代
的
な
概
念
で
あ
る
は
ず
の
権
威
主
義
的
態
度

が
、
現
代
日
本
社
会
で
は
、
伝
統
的
権
威
に
基
づ
い
た
攻
撃
・
服
従
傾

向
と
不
可
分
に
重
な
り
あ
い
、
伝
統
主
義
的
特
性
を
強
く
含
ん
だ
態
度

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
で
あ

る
。
こ
の
概
念
を
、
簡
潔
に
定
義
す
る
な
ら
ば
、
伝
統
的
権
威
を
中
心
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と
し
た
権
威
の
あ
る
ひ
と
、
も
の
へ
の
服
従
、
逸
脱
者
へ
の
攻
撃
の
態

度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

先
行
研
究
を
み
る
と
、
日
本
に
初
め
て
権
威
主
義
の
態
度
尺
度
が
導

入
さ
れ
た
城
戸
、
杉
の
調
査
の
時
点
で
は
、
ア
ド
ル
ノ
ら
の
バ
ー
ク
レ
ー

グ
ル
ー
プ
の

F
尺
度
を
構
成
す
る
質
問
項
目
が
日
本
社
会
の
実
像
に
合

、
、
、
、
、
、
、
、

う
よ
う
に
再
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
「
伝
統
的
価
値
態
度
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、

絡
み
つ
く
権
威
主
義
的
態
度
」
を
分
析
す
る
意
図
で
設
計
さ
れ
、
こ
の

時
点
か
ら
す
で
に
日
本
に
お
け
る
権
威
主
義
的
態
度
は
伝
統
的
要
素
を

⑬
 

強
く
含
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
そ
し
て
、
そ
の
後
実
施
さ
れ
た
「
職

業
と
人
間
」
調
査
と
そ
れ
に
引
き
続
く
既
婚
成
人
女
性
の
調
査
、
一
九

⑭
 

八
五
年
S
S
M
調
査
な
ど
の
調
査
で
は
、
コ
ー
ン
ら
に
よ
っ
て
ア
メ
リ

カ
で
収
倣
さ
れ
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
蜘
の
尺
度
と
し
て
妥
当
性
が
確

か
め
ら
れ
て
い
る
項
目
群
が
導
入
さ
れ
た
。

中
で
も
「
職
業
と
人
間
」
調
査
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
米
間
の
概

念
の
比
較
が
行
な
わ
れ
、
日
本
社
会
の
方
が
よ
り
伝
統
主
義
的
色
彩
の

⑯
 

強
い
概
念
楷
成
に
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
今
回
の
分
析
で
は

こ
れ
を
参
考
に
、
先
行
諸
研
究
と
の
比
較
が
可
能
な
概
念
構
成
を
行
な

い
、
伝
統
的
権
威
へ
の
服
従
（
伝
統
主
義
）
、
権
威
者
に
対
す
る
服
従

（
権
威
主
義
）
、
性
に
関
す
る
投
射
的
攻
撃
性
を
構
成
要
素
と
し
た
。

②
集
団
同
調
性

(
i
d
e
a
-
c
o
n
f
o
r
m
i
t
y
)

コ
ー
ン
は
自
己
ー
指
令
性
と
同
調
性
の
志
向
性
の
連
続
体
を
論
じ
る

際
に
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
層
の
同
調
的
傾
向
を
指
摘
し
、
プ
ル
ー
カ
ラ
ー

の
広
い
意
味
で
の
権
威
主
義
傾
向
を
過
度
の
同
調
性
に
よ
っ
て
特
徴
付

⑰
 

け
て
い
る
。
こ
の
同
調
性
の
中
核
的
要
素
で
あ
る
集
団
同
調
性
は
、
親

戚
、
友
人
、
自
分
の
帰
依
す
る
宗
教
集
団
、
日
本
社
会
全
体
、
以
上
の

四
つ
の
所
属
集
団
と
自
分
自
身
の
考
え
方
が
ど
の
程
度
一
致
し
て
い
る

か
を
問
う
項
目
か
ら
概
念
化
さ
れ
る
。
す
で
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
よ
り
も
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
お
い
て
集
団
同
調
性
が
高
い

⑮
 

傾
向
に
あ
る
と
い
う
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
文

化
論
で
議
論
さ
れ
る
集
団
協
調
的
な
志
向
性
の
社
会
的
分
布
を
明
ら
か

に
す
る
う
え
で
も
興
味
が
も
た
れ
る
。

③
自
己
確
信
性

(self-esteem)

集
団
同
調
性
と
同
じ
く
「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
で
発
展

⑲
 

し
た
概
念
で
あ
り
、

M

ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
の
実
証
研
究
を
も
と
に
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
概
念
は
自
分
自
身
の
能
力
、
自
己
像
、
考
え
方

に
対
す
る
肯
定
的
側
面
を
問
う
自
己
確
信

(self-confidence)

の
項

目
群
と
、
否
定
的
側
面
を
問
う
自
己
不
確
信

(selfー
d
e
p
r
e
c
a
t
i
o
n
)

の
項
目
群
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
自
己
確
信
ー
不
確
信
を
両
極
と
す
る

一
次
元
の
社
会
的
態
度
と
し
て
分
析
す
る
。
自
己
確
信
性
は
日
本
で
は

あ
ま
り
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
ら
の
研

究
で
は
社
会
階
層
に
よ
る
意
識
の
差
異
の
重
要
な
側
面
と
し
て
扱
わ
れ
、

プ
ル
ー
カ
ラ
ー
な
ど
の
低
位
の
社
会
階
層
で
自
己
確
信
性
が
低
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
曽
良
中
清
司
は
権
威
主
義
的
性
格
と

自
己
確
信
性
の
関
連
に
つ
い
て
、
権
威
主
義
的
な
人
び
と
は
自
己
受
容
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の
度
合
い
が
低
く
、
自
我
の
力
が
弱
く
、
自
尊
心
が
低
い
と
示
唆
し
て

⑳
 

い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
自
己
確
信
性
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

コ
ー
ン
ら
の
い
う
自
己
ー
指
令
性
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら

ず
、
従
来
の
権
威
主
義
尺
度
で
は
計
測
し
き
れ
な
か
っ
た
広
義
の
権
威

主
義
的
性
格
の
要
素
で
あ
る
、
日
常
的
な
不
滴
や
不
安
を
明
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
る
。

概
念
の
測
定

被
説
明
変
数
と
さ
れ
る
①
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
②
集
団
同
調
性
、

③
自
己
確
信
性
の
三
つ
の
社
会
的
態
度
は
直
接
観
察
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
い
く
つ
か
の
質
問
項
目
へ
の
回
答
に
影
響
を
与
え
る
潜
在
概
念

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
確
証
的
因
子
分
析
モ
デ
ル

(con,
 

finnatory 
factor 
analytic 
m
o
d
e
l
)
 
.Ll.-4
っ
て
江
d
4
H
的
i
蜘
座
咋
g
の
丘
溶

⑪
 

在
概
念
を
測
定
す
る
。

潜
在
概
念
の
測
定
に
用
い
た
変
数
は
、
図
ー
に
示
し
た
一
八
項
目
で

あ
る
。
項
目
①
S
⑨
は
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
を
問
う
項
目
で
、
そ
の

う
ち
①
S
④
は
伝
統
的
な
や
り
方
を
遵
守
す
る
態
度
を
反
映
し
た
伝
統

主
義
の
項
目
、
⑤
S
⑦
は
指
導
者
、
専
門
家
な
ど
の
権
威
者
に
対
す
る

態
度
を
問
う
権
威
主
義
的
服
従
性
の
項
目
で
あ
り
、
⑧
⑨
は
逸
脱
者
に

対
す
る
蔑
視
と
攻
撃
性
を
問
う
項
目
で
あ
る
と
同
時
に
、
バ
ー
ク
レ
ー

グ
ル
ー
プ
が
潜
在
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
傾
向
と
し
て
あ
げ
た
、
性
に
関
す
る

関
心
と
投
射
性
を
反
映
し
て
い
る
。
項
目
⑩
＼
⑬
は
親
戚
、
友
人
、
宗

教
集
団
、
日
本
社
会
に
対
す
る
集
団
同
調
性
を
問
う
項
目
で
あ
る
。
そ

し
て
項
目
⑭
＼
⑱
は
⑭
＼
⑯
が
自
己
に
対
す
る
肯
定
的
評
価
を
、
⑰
⑱

は
自
己
不
確
信
性
を
問
う
項
目
で
、
あ
わ
せ
て
自
己
確
信
性
を
問
う
項

H
群
と
な
る
。

そ
こ
で
、
①
＼
⑨
‘
⑩
S
⑬
、
⑭
＼
⑱
が
上
述
の
三
つ
の
潜
在
概
念

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
説
モ
デ
ル
を
立
て
、
最
尤
法
を

用
い
て
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
推
定
し
た
結
果
、
図
ー
の
よ
う
な
結
果
が
得

ら
れ
た
。
も
し
、
仮
説
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
モ
デ
ル
か

か
ら
算
出
さ
れ
る
結
果
と
実
測
値
と
の
間
に
は
著
し
い
乖
離
が
み
ら
れ

る
は
ず
で
あ
り
、
逆
に
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
実
測

値
に
近
似
し
た
モ
デ
ル
推
定
値
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
に
、

モ
デ
ル
の
実
測
値
に
対
す
る
適
合
度
は
、

x2
I
 
d
.
 f
.
 

に
よ
っ
て
表
示

さ
れ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
の
適
合
度
は

x2
I
 
d
.
 f
.
 

=
 
0
.
8
0

で
、
が

値
に
よ
る
適
合
度
検
定
の
結
果
で
も
一

0
％
水
準
で
適
合
し
、
実
測
値

に
対
す
る
再
現
性
が
極
め
て
高
い
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
の
間
に
高
い
相
関
が
み
ら
れ
な
い

(
0
.
0
8
3
'
-
'
"
"
'
0
.
1
9
1
)

こ
と
か
ら
、
こ
の
三
つ
は
重
複
の
少
な
い
ほ
ぽ
独

立
し
た
概
念
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
こ
れ
以
降
、
被
説
明
概

念
で
あ
る
社
会
的
態
度
は
こ
の
測
定
モ
デ
ル
を
用
い
て
分
析
す
ろ
。

社
会
階
層
と
社
会
的
態
度

次
に
こ
の
三
概
念
を
、
推
定
さ
れ
た
因
子
負
荷
量
を
用
い
て
連
続
数

巌
尺
度

(
N
ス
コ
ア
）
化
し
、
本
稿
の
議
論
の
出
発
点
で
あ
る
社
会
階

層
と
社
会
的
態
度
の
関
連
を
確
認
し
て
お
く
。
表
ー
は
三
つ
の
社
会
的
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図 1 社会的態度の測定モデル

e→①以前からなされたきたやり方を守る2 . 592 -
権

e ----: ►②両親に対する絶対服従 . 520 
威

e→③先祖代々と同じやり方をとる . 540 主

e→④伝統習慣にしたがったやり方 . 396 - 義

e_, ►⑤指導者や専門家に頼る .408 的

e一→⑥良い指導者は常に下の者に厳格である . 453 - 伝

e→⑦権威ある人に常に敬意 . 527 - 統

e ---; ►⑧婚前交渉のあった女性を尊敬しない . 405 

eーヤ⑨性犯罪に厳罰を課すべきだ . 388 

＼ 
. 173 

I 
e→⑩親戚に対する同調性

言e一→⑪友人に対する同調性 . 13a : I . N. s. 
. 083 

e→⑫宗教に対する同調性 . 562 調

e→⑬日本社会に対するI司調性 . 503 性， 

＼ 
.191 

e→⑭自分は好ましい人間 . 398 .... 
r -） 
l自

e→⑮他の人と同じ能力がある . 579 

e→⑯計画をたてればなしとげられる . 474 

e→⑰確信のもてる事柄はない -.339 

e→⑱自分は無用な人間である -. 324 

注）図中全てのパラメーターは 5%水準で有意。誤差相関の表示は省略した。

d. f. = 107 x2 =86. 03 (prob. = .932) ガ/d. f . =O. 80 GFI =. 9~3 AGFI =. 97c-; 

RMR=.029 
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態
度
の
従
業
上
の
地
位
の
五
分
類
別
得
点
と
分
散
分
析
の
結
果
、
お
よ

⑫
 

び
職
業
階
層
の
数
益
尺
度
で
あ
る
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
の
相
関
係
数
を

表
示
し
て
い
る
。

こ
の
表
か
ら
は
、
権
威
土
義
的
伝
統
主
義
は
農
業
に
お
い
て
極
め
て

高
い
傾
向
に
あ
り
、
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
一
般
従
業
者
も
高
い
値
を
と
っ
て

い
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
一
般
従
業
者
で
は
か
な
り
低
い
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
は
有
意
な
負
の
相
関
関
係
に
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

集
団
同
調
性
は
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
と
同
様
、
農
業
、
プ
ル
ー
カ

ラ
ー
一
般
従
業
者
の
順
に
漏
い
傾
向
を
示
す
が
、
経
営
者
・
役
員
と
単

独
・
自
営
業
従
事
者
の
得
点
が
低
い
と
い
う
点
で
権
威
主
義
的
伝
統
主

義
と
の
注
目
す
べ
き
差
異
を
見
い
だ
せ
る
。

自
己
確
信
性
は
、
自
己
ー
指
令
的
な
態
度
で
あ
り
、
他
の
二
つ
の
同

調
的
な
態
度
と
は
逆
の
方
向
性
を
も
つ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
事
実
、

経
営
者
・
役
員
に
お
い
て
自
己
確
信
性
は
高
く
、
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
一
般

従
業
者
に
お
い
て
低
い
値
を
と
っ
て
お
り
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
の
相

関
係
数
も
正
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
確
か
に
他
の
二
概
念
と
正
反
対
の

傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
農
業
の
得
点
が
高
い
正
の
値
を
と
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
他
の
二
概
念
と
異
な
っ
た
独
自
の
傾
向
が

見
い
だ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
社
会
的
態
度
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き

た
と
お
り
、
職
業
的
な
地
位
に
よ
っ
て
有
意
な
差
異
が
あ
り
、
リ
プ
セ

ッ
ト
や
コ
ー
ン
の
考
察
に
あ
る
と
お
り
、
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
集
団
同
調

表 1 3つの社会的態度 (Zスコア）の従業上の地位別得点と職業威信スコアとの関連

従業上の地位 権威主義的伝統主義 集団同調性 自己確信性
ヽ

経営者・役員 -.01 -. 34 .46 
ホワイトカラー一般従業者 -.25 -. 12 .05 
プルーカラー一般従業者 . 11 .07 -.22 
単独・自営業・家族従業者 -.01 -.15 .12 
農業 .49 . 45 .29 
--. -. -------------------------------- -----------・----............ --....... - .......... _______  ,..,,. .. __________  - - ............... ―, .. - - -

分散分析F値 5. 40•"' 4. 33• • 4. 93・ 庫

,. ____________ ., ________________ .......... ~ 

------... ------------------------.... ------. -......... --、·~ ・・---------... ・・---

職業威信スコアとの相関係数 -. 220• • -. 081• .153•"' 

＊は10%、＊＊は 5%水準で有意
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的
で
、
権
威
主
義
的
で
、
自
己
不
確
信
的
な
心
理
も
明
確
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
社
会
階
層
が
社
会
的
態
度
の
分
布
を
み
る
う

、、

え
で
、
一
見
、
重
要
な
断
面
を
提
供
す
る
こ
と
を
裏
付
け
る
。
し
か
し

同
時
に
、
個
々
の
社
会
的
態
度
を
み
る
と
、
職
業
条
件
の
自
己
ー
指
令

性
だ
け
で
は
必
ず
し
も
説
明
し
き
れ
な
い
、
個
別
の
階
層
差
が
み
ら
れ

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

社
会
的
態
度
の
形
成
過
程

つ
ぎ
に
、
い
か
な
る
要
因
が
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
形
成
に
効
果
を
も
っ

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
前
項
で
確
認
さ
れ
た
社
会
階
層
と
社

会
的
態
度
の
関
連
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
職
業
的
地
位
や
職
業
階
層
は
、
単
に
職
業
上
の
生
活
条

件
を
反
映
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
出
身
階
層
や
学
歴
、
世
代
、
出
身

地
な
ど
の
背
景
的
な
要
因
と
高
い
因
果
的
な
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の

要
因
の
効
果
を
分
割
抽
出
し
な
け
れ
ば
形
成
要
因
は
推
定
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
社
会
的
態
度
の
職
業
階
層
に
よ
る
差
異
は
、
出
身
階
層
、
父

親
の
学
歴
、
出
身
地
、
世
代
な
ど
の
背
景
的
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
学
歴
が
社
会
的
態
度
に
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と

に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
現
在
の
所
属
階
層
に
付
帯
す
る
職
業
条
件
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

ま
ず
、
社
会
移
動
の
研
究
で
極
め
て
よ
く
知
ら
れ
る
社
会
的
地
位
達

⑬
 

成
過
程
の
因
果
モ
デ
ル
を
参
考
に
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
間
の
因
果

関
連
を
構
造
化
し
、
各
要
因
間
の
内
部
関
連
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う

え
で
、
ど
の
要
因
が
直
接
の
形
成
要
因
と
し
て
影
曹
を
及
ぽ
し
て
い
る

か
を
を
検
討
し
た
。
な
お
、
囚
果
モ
デ
ル
（
パ
ス
モ
デ
ル
）
は
先
行
研

⑭
 

究
に
倣
い
、
最
尤
法
を
用
い
た
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
に
よ
っ
て

分
析
し
た
。

図
2
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
被
説
明
変
数
で
あ
る

社
会
的
態
度
（
図
右
枠
内
）
は
図
ー
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
複
数
指
標

に
よ
る
構
成
で
あ
り
、
そ
の
他
の
概
念
は
一
概
念
一
指
棟
に
よ
る
構
成

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
ま
ず
形
成
要
因
間
の
関
連
を
構

造
化
し
、
探
索
的
な
目
的
で
、
形
成
要
囚
か
ら
三
つ
の
社
会
的
態
度
に

対
し
て
理
論
的
に
考
え
ら
れ
る
パ
ス
を
全
て
推
定
し
、
分
析
結
果
を
み

て
い
る
。
社
会
的
態
度
は
単
一
モ
デ
ル
に
同
時
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

図
中
に
示
さ
れ
た
パ
ス
は
五
％
水
準
で
有
意
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

表
2
は
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
得
ら
れ
た
形
成
要
因
と
社
会
的
態
度
の
間
の

直
接
効
果
と
全
休
効
果
で
あ
る
。
モ
デ
ル
の
適
合
度
は
N
2
 
/
 

d
.
 
f
.
 

11 
1
.
3
8

と
こ
の
種
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
か
な
り
高
い
。

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
形
成
要
因
間
の
構
造
（
図
2
)
は
地
位

達
成
過
程
と
し
て
妥
当
な
因
果
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
的
態
度
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
（
表
2
)
、
権
威
主
義
的
伝
統
主

義
は
学
歴
と
負
の
因
果
関
係
に
あ
り
、
学
歴
が
低
い
こ
と
が
主
た
る
形

成
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
他
の
要
因
か
ら
の
有

意
な
直
接
効
果
は
な
い
。
ま
た
本
人
の
職
業
階
層
と
の
間
の
直
接
効
果

が
ー
.
0
2
1

と
極
め
て
低
い
こ
と
か
ら
、
表
1
で
確
認
さ
れ
た
職
業
階

層
と
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
関
連
は
学
歴
に
よ
る
擬
似
関
連
で
あ
っ
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図2 社会的態度の形成過程

d.f.=224 が=309.53 が/d.f.=1.38 

GFI=. 951 AGFI=. 775 RMR=. 043 

被説明変数

三

＜ 

三

注）説明変数と被説明変数の問の因果関係は

表 2に示した。図中全てのパラメーター

は5%水準で有意。測定モデルおよび誤

差項の表示は省略。

表 2 社会的態度の形成要因

社会的態度 父職業階層 父学歴

権威主義的直接効果 0.049 -.022 
伝統主義

全体効果 -. 015 -. 077 

集団同調性直接効果 -.036 -.025 

全体効果 -.041 -. 036 

自己確信性直接効果 -.038 Q.043 

全体効果 0.008 0.066 

直接効果はガンマ係数、ベータ係数

問接効果はガンマ係数とベータ係数の積算和
＊は 5%水準で有意

出身地 年齢 本人学歴本人の職業楷層

-.048 0.019 -. 236・ -. 021 

-.106 0.087 -.246 -. 021 

-.108"' 0.041 -.063 -.028 

-.119 0.059 -.050 -.028 

-. 055 0.088* 0.063 o. 099 * 

-. 031 0.070 0.104 0.090 
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た
と
い
え
る
。

集
団
同
調
性
は
出
身
地
が
農
村
あ
る
い
は
小
規
模
都
市
で
あ
る
ほ
ど

渠
団
同
調
性
が
高
い
と
い
う
直
接
効
果
が
み
ら
れ
、
そ
の
他
の
要
因
か

ら
の
有
意
な
効
果
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
と
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き

た
本
人
の
職
業
階
層
と
の
間
に
は
有
意
な
効
果
は
な
く
、
コ
ー
ン
ら
の

研
究
で
社
会
階
層
に
付
帯
す
る
職
業
条
件
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
集
団

同
調
性
の
形
成
は
、
疑
似
関
連
で
あ
り
、
集
団
同
調
性
は
む
し
ろ
出
身

地
に
代
表
さ
れ
る
少
年
期
ま
で
の
生
活
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
現

在
の
職
業
条
件
に
は
左
右
さ
れ
に
く
い
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
自
己
確
信
性
は
年
齢
と
、
本
人
の
職
業
階
層
（
職
業

威
信
ス
コ
ア
）
か
ら
有
意
な
因
果
的
効
果
を
受
け
て
お
り
、
他
の
要
因

か
ら
の
有
意
な
効
果
は
み
ら
れ
な
い
。
一
般
に
年
齢
は
世
代
と
加
齢
の

両
面
か
ら
解
釈
さ
れ
う
る
変
数
で
あ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
年
齢

と
学
歴
、
年
齢
と
職
業
階
層
の
間
の
因
果
的
関
連
は
も
ち
ろ
ん
、
出
身

階
層
、
出
身
地
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
モ

デ
ル
に
お
け
る
直
接
効
果
（
標
準
偏
回
帰
係
数
に
相
当
す
る
）
は
世
代

に
関
わ
る
多
く
の
間
接
的
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
、
加
齢
の
効
果

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
自
己
確
信
性
は
、
加
齢
と

職
業
階
層
と
い
う
現
在
の
生
活
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
態
度
で
あ

る
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
自
己
ー
指
令
性
と
し
て
一
括
さ
れ
て
き
た
社
会
的
態
度

は
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別
々
の
過
程
で
形
成
さ
れ
る
も
の
で
、
実
際

に
現
在
の
職
業
条
件
と
の
強
い
因
果
関
係
が
み
ら
れ
る
の
は
自
己
確
信

性
の
み
で
あ
り
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
に
関
し
て
は

職
業
階
層
と
の
直
接
の
因
果
関
連
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

権
威
主
義
的
伝
統
主
義

最
後
に
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
権
威
主
義
的
態
度
の
先
行
研
究

で
扱
わ
れ
て
き
た
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
も
う

少
し
詳
細
に
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
、

権
威
主
義
的
伝
統
主
義
は
学
歴
を
主
た
る
形
成
要
因
と
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
学
歴
（
教
育
年
数
）
は
、
社
会
移
動
の
媒

介
要
因
、
知
的
能
力
を
高
め
る
教
育
的
効
果
、
青
年
期
の
生
活
経
験
の

問
接
的
指
標
な
ど
と
し
て
、
そ
の
影
密
力
を
多
角
的
に
と
ら
え
う
る
変

数
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
の
機
能
が
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の

形
成
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
も
う
少
し
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
学
歴
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
へ
の
効
果
を
わ
か
り
や
す

く
分
割
す
る
た
め
に
、
考
え
方
の
柔
軟
性
、
初
職
就
業
年
齢
と
い
う
二

つ
の
変
数
を
導
入
し
た
。
考
え
方
の
柔
軟
性
は
、
生
活
条
件
に
上
っ
て

変
化
し
や
す
い
人
間
の
知
的
能
力
の
一
部
を
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

主
と
し
て
学
歴
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
職
業
条
件
や
加
齢
に
よ
っ
て
有

意
に
変
化
し
う
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
初
職
就
業
年
齢
は

学
歴
と
高
い
相
関
が
あ
る
変
数
で
、
青
年
期
に
賃
金
労
働
を
経
験
し
た

か
否
か
の
問
接
的
指
標
と
し
て
モ
デ
ル
に
導
入
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

55 社会階層と「自己ー指令的」態度の形成



の
要
因
を
媒
介
せ
ず
に
直
接
、
学
歴
と
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
間
に

関
連
が
み
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
変
数
で
説
明
で
き
な
い
要
因
、
例

え
ば
同
盟
集
団
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成
に

関
わ
っ
て
い
る
と
結
論
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
職
業
階
屑
（
職
業
威
信
ス
コ
ア
）
を
用
い
て
間

接
的
に
分
析
し
て
き
た
職
業
条
件
を
、
職
業
上
の
自
己
l
指
令
性
の
中

核
概
念
、
仕
事
の
実
質
的
複
雑
性
で
代
置
さ
せ
る
。
仕
事
の
実
質
的
複

雑
性
は
職
業
に
付
帯
す
る
諸
条
件
を
、
モ
ノ
、
ヒ
ト
、
デ
ー
タ
の
三
側

面
に
つ
い
て
問
い
、
仕
事
内
容
と
週
当
た
り
の
時
間
か
ら
複
雑
性
を
概

念
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
職
業
条
件
に
つ
い
て
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
や

職
業
分
類
、
従
業
上
の
地
位
な
ど
の
職
業
階
層
変
数
よ
り
も
具
体
的
に
、

一
歩
踏
み
込
ん
だ
分
析
を
可
能
に
す
る
。
す
で
に
、
直
井
、
ス
ク
ー
ラ
ー

に
よ
る
先
行
研
究
で
は
こ
の
仕
事
の
実
質
的
複
雑
性
は
諸
個
人
の
考
え

方
の
柔
軟
性
を
涵
養
し
、
考
え
方
の
柔
軟
性
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
仕

事
の
実
質
的
複
雑
性
を
高
め
る
と
い
う
交
互
作
用
効
果
が
あ
る
こ
と
が

⑮
 

確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
、
仕
事
の
実

質
的
複
雑
性
か
ら
考
え
方
の
柔
軟
性
へ
の
因
果
効
果
を
モ
デ
ル
に
導
入

⑯
 

し
た
。図

3
は
こ
れ
ら
の
変
数
を
導
入
し
た
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成

過
程
の
因
果
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
は
じ
め
に
権
威
主
義

的
伝
統
主
義
を
被
説
明
変
数
と
し
て
、
多
重
共
線
性
を
考
慮
し
な
が
ら

逐
次
モ
デ
ル
を
想
定
し
、
有
意
で
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
無
関
連
を
仮

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
変
更
を
加
え
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ

図3 権威主義的伝統主義の形成過程

.........、 N.S. 
ヽ

...... 、-.024
.......... .... 

ヽヽ．

-. 701 

d.f.=293 が=464.4 が/d.f.=1.58

GFI=. 921 AGFI=. 899 RMR=. 062 

注）測定モデルおよび誤差項の表示は省略。

図中の実線矢印のパラメーターは 5%
水準で有意。
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る
。
図
3
に
は
全
て
の
パ
ス
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
は
初
職
就
業
年
齢
か
ら
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
へ
の
パ
ス
を
除
い

て
は
全
て
五
％
水
準
で
有
意
で
あ
る
。
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
は

x
2

/
 
d
.
 f
.
 

=
 1.
5
8

で
あ
り
よ
く
適
合
し
て
い
る
。

こ
の
モ
デ
ル
か
ら
は
考
え
方
の
柔
軟
性
は
他
の
変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
た
う
え
で
の
学
歴
、
年
齢
（
加
齢
）
お
よ
び
仕
事
の
実
質
的
複
雑

性
の
効
果
を
受
け
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
は
こ
の
考
え
方
の
柔
軟
性

が
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
結

果
は
権
威
主
義
尺
度
の
測
定
論
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
権
威
主
義

と
知
能
（
あ
る
い
は
教
育
水
準
）
の
関
連
の
問
題
や
、
権
威
主
義
的
態

度
の
本
質
を
ク
ロ
ー
ズ
ド
マ
イ
ン
ド
に
求
め
よ
う
と
す
る

M
・
ロ
キ
ー

⑰
 

チ
の
研
究
と
も
整
合
的
で
あ
る
。

よ
り
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
た
め
に
、
こ
の
因
果
的
効
果
の
強
さ

を
直
接
効
果
と
全
体
効
果
の
双
方
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
が
表
3
で
あ

る
。
こ
の
表
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
間
の
因
果
関
連
の
大
き
さ
が
明

確
に
理
解
で
き
る
。
中
で
も
本
人
学
歴
は
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
に
対

し
て
直
接
効
果
は
な
い
が
、
間
接
効
果
が
か
な
り
大
き
い

(
1
.
2
1
8
)
 

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
学
歴
の
効
果
を
初
職
就
業
年
齢
を
経

由
し
た
も
の
、
仕
事
の
実
質
的
複
雑
性
を
経
由
し
た
も
の
、
考
え
方
の

柔
軟
性
の
み
を
経
由
し
た
も
の
の
三
つ
に
分
割
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

|
 .
0
1
7
、
1

.
0
3
6
、
ー
・
1
6
5

と
考
え
方
の
柔
軟
性
を
経
由
し
た
も
の

が
約
七
五
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

学
歴
と
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
関
連
は
、
学
歴
が
低
い
こ
と
が
考
え

表 3 権威主義的伝統主義に対する諸要因の因果的効果

父親の父親の出身地本人の 本人初職就仕事の考え方の
隙緊階層学歴 年齢 学歴業年齢複雑性柔軟性

本人学歴 直接効果 0.164 0.214 o. 251 -. 312 ．．． ．．． ．．． 

全体効果 0.164 0.214 o. 251 -. 312 ... 

初戦 直接効果 ... 0.152 ，．． 0.194 0.690 ... 
就業年齢 全体効果 0.113 0.299 o. 173 -. 021 0.690 ... 

仕事の 直接効果 0.229 ．．． ... ... 0.464 ... ．．． 

複雑性 全体効果 0.305 0.099 0.117 -.145 0.464 ... ... 

考え方の 直接効果 ．．． ... ... -.140 0.236 ．．． o. 113 
柔軟性 全体効果 0.073 0.062 o. 072 -. 230 0.288 ... o. 113 

権威主義的直接効果 ．．． ．．． ．．． ... ... (-. 024) ... -. 701 
伝統主義 全体効果 -. 054 -. 050 -. 055 Q.162 -.218 -.024 -.079 -.701 

直接効果はガソマ係数、ベータ係数
間接効果はガンマ係数とベータ係数の積算和
…は無関連を仮定したもの、（ ）は統計的に有意でないもの
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本
稿
で
は
、
「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
で
提
示
さ
れ
た
自

己
ー
指
令
的
な
志
向
性
が
社
会
階
層
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
議
論
、

あ
る
い
は
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
階
層
的
価
値
・
態
度
と
し
て
検
討

さ
れ
て
き
た
問
題
を
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
、
自
己

確
信
性
と
い
う
三
つ
の
社
会
的
態
度
と
し
て
多
元
的
に
検
討
し
た
。
分

析
の
結
果
、
集
団
同
調
性
は
主
と
し
て
人
格
形
成
期
の
要
因
で
あ
る
出

身
地
の
都
市
性
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
は
主
と

し
て
学
歴
が
低
い
こ
と
が
形
成
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
自
己
確
信
性
は

加
齢
と
職
業
階
層
と
い
う
現
在
の
生
活
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と

い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
形
成
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
権

威
主
義
的
伝
統
主
義
と
学
歴
の
因
果
的
な
関
連
は
青
年
期
の
生
活
条
件

や
現
在
の
職
業
条
件
を
経
由
し
た
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
教
育
年

数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
考
え
方
の
柔
軟
性
の
欠
如
に
よ
る
も
の

結
語

方
の
柔
軟
性
に
影
聾
し
、
考
え
方
の
柔
軟
性
が
低
い
こ
と
が
高
い
権
威

主
義
的
伝
統
主
義
の
傾
向
を
も
た
ら
す
と
い
う
経
路
を
主
た
る
も
の
と

す
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
年
齢
の
権
威
主
義
的
伝

統
主
義
に
対
す
る
影
響
力
の
大
き
さ

(
0
.
1
6
2
)

も
指
摘
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
加
齢
に
よ
る
考
え
方
の
柔
軟
性
の

低
下
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
父
親
の
職
業
階
層
、
父
親
の
学
歴
、

出
身
地
な
ど
の
属
性
要
因
は
全
て
学
歴
を
経
由
し
た
間
接
効
果
に
よ
っ

て
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
三
つ
の
社
会
的
態
度
か
ら
多
元
的
に
得
ら
れ
た
今
回
の

分
析
結
果
か
ら
、
「
仕
事
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
の
職
業
条
件
に

よ
る
自
己
ー
指
令
的
な
志
向
性
の
形
成
論
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
一
方
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
き
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

要
因
が
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
彼
ら
の
研
究
上
の
関
心
は

職
業
条
件
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
交
互
作
用
と
い
う
限
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
本
稿
の
関
心
と
は
必
ず
し
も
重
複
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

が
こ
の
よ
う
な
結
論
の
差
を
も
た
ら
し
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
い
わ
ゆ
る
階
層
意
識
の
研
究
と
し
て
社
会
階
層
に
よ
る
社
会
意

識
の
差
異
を
議
論
す
る
場
合
に
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
多
元
的
な
因
果

関
係
が
積
極
的
に
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
リ
プ
セ
ッ
ト
に
よ
る
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
権
威
主
義
傾
向
の
議

論
に
対
し
て
も
、
本
稿
の
分
析
結
果
は
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
権
威
主
義

傾
向
は
社
会
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
要
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
集

団
同
調
性
と
、
学
歴
が
低
い
こ
と
と
加
齢
に
よ
る
考
え
方
の
か
た
く
な

さ
が
も
た
ら
す
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
と
、
現
在
の
生
活
条
件
に
よ
る

自
己
確
信
性
の
欠
如
の
複
合
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
梢
緻
な

実
証
的
裏
付
け
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
本
稿
で
示
唆
さ
れ
た
形
成
過
程
は
あ
く
ま
で
成
人
有
職

男
性
へ
の
質
問
調
査
か
ら
闇
接
的
に
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後

は
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
女
性
の
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
、
宵
少
年

58 



に
対
す
る
出
身
家
庭
の
要
因
や
教
育
の
影
御
、
あ
る
い
は
態
度
形
成
に

及
ぽ
す
加
齢
の
効
果
な
ど
の
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
形
成
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
に
つ
い
て
の
よ
り
直
接
的
な
検
証
が
必
要
と
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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